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みなさまからのご支援

下記プロジェクトは現在進行中の独立したプロジェクトです。明確な目的を持ったこれらプロジェクトへのご支援もどうぞよろしくお願い致します。

カーシェアリングプロジェクト

一般社団法人OPEN JAPAN オープンジャパン　(旧ボランティア支援ベース絆)

〒986-0821 宮城県石巻市住吉町1-1-2　
Tel &Fax：0225-92-7820　E-Mail：info@openjapan.net 　URL：www.openjapan.net　

お問合せ・代表　　吉村 誠司　木村 とーる　吉澤 武彦
＊OPEN JAPANの各プロジェクトではボランティアを募集しておりますので、詳しくはwebサイトをご覧ください。

OPEN JAPAN（旧ボランティア支援ベース絆）をご支援頂いた皆様

HJV広島淨心院ボランティア

二三味珈琲 shop 舟小屋

Bija Heart

株式会社やまや

サンライス元気村プロジェクト from てしかが

内閣府NPO法人暮しの寺小屋ライフサイエンス

ミュートネットワーク

タイムたいむ倶楽部

株式会社ワールドマルエス

萌木の村株式会社／チーム清里

有限会社大和園

日本聖公会立川聖パトリック教会

株式会社ワッカ

＊順不同・敬称略

伊藤忠ホームファッション株式会社 KEEN Japan 事業部

株式会社三井住友銀行

T・T・C 株式会社

公益財団法人日本財団

社会福祉法人中央共同募金会

PEACE FRIEND SHIP／HEART AID

ひかり祭り／牧郷ラボ

アースデイ東京タワー・ボランティアセンター

パタゴニアインターナショナルインク日本支社

高野山真言宗摩尼山延壽院徳恩寺

特例財団法人本出報恩財団

ハローウッズ Honda

CAJ災害支援基金

ジョンソン・エンド・ジョンソン社会貢献委員会

元気村ネットワーク

積水ハウス株式会社

（前橋支店・高崎支店・群馬積水ハウス会・群馬積和会）

農事組合法人落影生産組合

亀戸ぎょうざ株式会社

春風実行委員会

ピースフルフレンドマーケット

コールマンジャパン株式会社

高野山真言宗神奈川青年教師会

有限会社テンプルビューティフル

ラヴィ・ボーテグループ

株式会社エイアンドエフ

PaaGo WORKS／サイトウデザイン

八王子市立看護専門学校同窓会

生活協同組合パルシステム東京

株式会社ケイエムオー

Gravityfree

渚音楽祭2011春＜大阪＞希望プロジェクト

ライブバー&レストランTHUMBS UP

平安祭典労働組合

Kizunaworld.org プロジェクト

TEAM SHERPA

株式会社エスワイフード／世界の山ちゃん

ENJOY！HOUSE

洗心工房

東北地方太平洋沖地震チャリティギャザリング

“THINK THE FUTURE”

松蔭中学校・高等学校宗教部

カーシェアリングの文化を石巻の人々と築いていくためには、『地道に』且つ『大胆に』活動を
行い続ける必要があります。私達の目指すものにご賛同いただけるようでしたら、ぜひカー
シェアサポーターとしてプロジェクトへの参画をお願いいたします。皆様からのサポートは、
活動資金として大切に使わせていただきます。
●口座名　一般社団法人日本カーシェアリング協会　ゆうちょ銀行　記号14370　
　番号11142661　(他の金融機関から　店名　四三八　店番438　普通　1114266)
　※お振込み後、メールにてお名前、口数（一口1,000円）をご連絡ください。
　info@japan-csa.org (件名 : カーシェアサポーター　本文 : お名前、口数)

地元NPOとしてふるさとの長期復興支援活動と再生を行うための皆様のご支援と協力を心から
お願い申し上げます。"街づくり・人づくり＝森づくり"に、みなさんも参加しませんか？ 
緑化協賛：1口1,000円　活動支援金：1口3,000円
●口座名　トクヒ）スマイルシード 郵便振替口座：02230-9-127155　
　ゆうちょ銀行　記号18100　番号32178561
●口座名　特定非営利活動法人　スマイルシード　七十七銀行　一番町支店 フ）6155332　
　※通信欄にお名前・住所・メッセージをお願い致します。info@smile-seed.org

古民家再生、そして人の流れを作っていくためには、約2,000万円の予算が必要となり
ます（工事はできる限り地域の業者さんに委託）。皆様の気持ちをこの古民家に向けてもら
うために私達は現在、1口1,000円で2万口以上を集める事を目標としています。被災地
から離れていてもできる活動の1つとして、ご支援の程よろしくお願いいたします。
●口座名　古民家再生IBUKIプロジェクト　郵便振替口座　01660-6-76813
　(他の金融機関から　店名　一六九　店番169　普通　0076813)　
　※通信欄にお名前とご住所、メッセージなどをお書きください。

これまでご賛同頂いた皆様からのサポートにより、継続的な活動を行うことができました。本当に有難うございました。尚、今回掲載させて頂いた
以外にも本当に沢山の方々からご支援頂きました。詳しくはWebサイトをご参照ください。今後ともご支援の程よろしくお願いいたします。

写真提供・Arito Suzuki　デザイン・はからめ

OPEN JAPAN 活動報告書

3月11日、あの日から・・・・・

それぞれのタイミングで意を決して立ち上がり、

手探りで自分にできる事を探し、目の前の人のために動いてきました。

動く中で垣間見たその先の未来、

それを形にするためにいま、一歩ずつ歩き始めています。

私達の「これまで」と「これから」を

心からの感謝の気持ちを込めてお伝えします。

日本の扉を開くために、OPEN JAPANは動き続けます。

2011.03～2012.12

古民家再生IBUKIプロジェクト

森づくりプロジェクト

OPEN JAPANでは、東日本大震災の被災地における様々なプロ

ジェクトや他の地域における支援活動だけでなく、社会貢献を

追求しながら、現場の状況に応じたプロジェクトを生み出し、育み、

変化させ続けていきます。こうした全ての活動のベースとなる

OPEN JAPANへの活動費へのご支援をお願い致します。

ステッカーや缶バッジ、
Tシャツ、ポストカード等の
オリジナルグッズを販売中です。

私達の被災地支援における雛形は、神戸で7年半活動した「神戸元気村」（代表：山田和尚氏"通称バウさん"）です。後にバウさんは「OPEN JAPAN」の名称で災害支援の枠を超えた

様々な社会的活動を展開し、2011年秋に全ての活動に終止符を打ちました。バウさんの意思を受け継ぎ『支援活動』から『縁の下から日本の扉を開く活動』へ移行する決意と共に

「ボランティア支援ベース絆」の中心を担っていた元神戸元気村スタッフらで、2012年3月「一般社団法人OPEN JAPAN」を設立しました。

OPEN JAPANへのご支援のお願い

あれから2年の歳月が間もなく過ぎようとしています。被災地の状況は刻々と変化していきました。街にあった瓦礫はきれいに片付き、

再建した店や工場が現れはじめ、仮設住宅では新しいコミュニティが生まれ、人々の心も次第に前を向けるようになってきました。

一方で、癒えない傷を抱え、どうしても一歩前に出る事ができない人や、震災後新たに出来上がったコミュニティになじめずに孤独を感じ

続けている人、経済や健康や人間関係に抱えきれない悩みを持った人もいます。

私達はめまぐるしい変化と復興の流れに取り残されたそんな人々の心に寄り添いながら、前を向き立ち上がった人々と共に夢を形にして

いく活動を次第に始めるようになりました。今、私達が推進している主だったプロジェクトは地域づくりや社会作りに関するものです。

未だかつてない被害を受けたこの場所で、共に描いた夢を実現していきながら、未来に繋がる地域の『雛形』を作りたいと思っています。

この地を訪れ支援を経験した人や組織とのご縁は私達にとって最大の財産です。万が一の時にはいつでも連携できる力強い同志たちと

の絆を胸に、縁の下で黙々と『動く』ことで日本の扉を開いていきます。

『支援活動』から『縁の下から日本の扉を開く活動』へ

グッズで応援！
詳しくはWebサイトをチェック！　

http://www.openjapan.net

印刷協力・KEEN JAPAN

▼他銀行からお振込みの場合　

店名（店番）二二九（ニニキユウ）店（229）

預金種目 当座　

口座番号 0126661

▼ゆうちょ銀行お振込みの場合　

口座記号番号 02250-5-126661　

口座名称 一般社団法人 OPEN JAPAN　

口座名称 シヤ）オープン　ジャパン



OPEN JAPANのメインプロジェクト OPEN JAPANのメインプロジェクト

石巻で社会の『雛形』を作る。

被災地に笑顔の種をまき続ける。

牡鹿半島に人・物・情報の流れを作る。OPEN JAPANのメインとなるプロジェクトを紹介します。

2011年12月、共同代表である吉村が「神戸元気村」で活動していた頃のご縁で、阪神・淡路大震災の際、仮設住宅自治会長を

されていた大西氏にボランティア支援ベース絆（現OPEN JAPAN）に来ていただきました。大西氏の仮設住宅では孤独死を1人も

出さなかった事もあり、石巻の仮設住宅自治会役員の方々にその事例を紹介する事になりました。その頃石巻市内の仮設住宅

にはまだ9つの自治会しか設立されていませんでしたが、仮設万石浦団地自治会長でカーシェアリング利用者でもあった後藤氏

と共に呼びかけを行い、石巻では初となる仮設住宅自治会役員が集う会合を開きました。その会の中で、参加した5つの団地の

自治会役員により『石巻仮設住宅自治連合会』が結成されました。以後この『石巻仮設住宅自治連合会』では、毎月1回定例会

を開催し情報交換を行っています。設立に携わったご縁で日本カーシェアリング協会の事務所に連合会の事務局を設置し、会長

さん方の2歩ほど後ろからついていき、ささやかながらサポートを行ってきました。あれから1年、今では36団地の自治会が加盟し、

毎月の定例会には市の担当課、社協、石巻警察署、支援団体が出席し情報を共有する会になりました。そして自分達で助成金

を獲得し、パートスタッフ2名を雇用した事務局体制を作り、事務局は私達の場所を離れ独立した事務所を構えるまでになりました。仮設住宅自治会の小さな動きが今、石巻

の情報の要になっています。地元の方々が立ち上がり、困難を乗り越えようとしている姿をぜひ見守り続けてください。

カーシェアリングの活動をする中で、地元の被災された方々や全国から支援活動のために集まった方々と接する機会が多くあり、様々なご縁やテーマに出会います。活動を

限定せず、それらひとつひとつに丁寧に向き合うことで、日々新しい価値を創造し続けていけたらと思っています。

NPO法人スマイルシードは、地元のネットワークを生かし「笑顔の種をまこう」を合い言葉に、『スマイルシード

レター（メッセージカードに花の種を添えたもの）』約3万枚の配布や、学校・施設・避難所などの場所で"心のケア"

を目的としたイベントを企画・開催してきました。今後も『スマイルシードレター』を通して子供たちの夢や希望や

感謝の気持ちを伝え合いながら、心のケアの一環として音楽会や国際文化交流、自然学習活動の機会を設けていき

ます。また、"習う・学ぶ・体験する"という経験の場を提供するため、植栽・植樹や山・海・川でのキャンプ、環境

活動等の野外活動に継続して取り組んでいきます。

森づくりだけではなく、子供たちを対象とした音楽・ダンスなどバリエーション豊かなワークショップの

企画・開催を、他団体との協力体制を取りながら、皆様に"夢や希望" "喜びと生きがい"を持っていただき、

笑顔になってもらえるよう活動していきます。

私達が推進する"街づくり・人づくり＝森づくり"　

『森と海の約束 ～いこいの森・希望の島～』　2012年4月～継続中　（東松島市宮戸島）

『海と森の黄金かいどう ～うるわしのビオトープ～』　2012年11月～継続中　（石巻市牡鹿半島）

『海と森が育む人材育成 ～ともにあゆむ未来～』　2013年3月～始動予定

今後は県内外の若年層を対象とした人材育成事業を推進していきます。地域の街づくりの一環として、植栽・

植樹・雑木の森づくり・野外体験学習・地域産業体験など、これまで培ってきたボランティア活動の体験を生か

しながら、専門講師から様々なスキルや知識・経験をレクチャーしていただく人材育成事業です。習い・学び・

体験する事で世代間の交流をはかりながら、地元でリーダーシップを発揮できる人材を育成し、自然と共存した

ライフスタイルの重要性を感じ取っていただくための様々な企画提案を行っていきます。

2012年度は植樹・植栽・ワークショップに、延べ1,600名の方に参加していただきました。2013年度も引き

続き、津波によって被害を受けた地域の神社や公園において、塩害からその土地を再生させるための沢づくりや

土づくり、植栽・植樹、その地域に自生していた植物の苗の栽培に取り組む他、活動に必要な重機の活用体験

なども行っていく予定です。また5～7月には月1回程度のペースで、子供から大人まで幅広い年代を対象とした

キャンプイベントを開催していきます。

石巻仮設住宅自治連合会ブログ：http://kasetsurengoukai.seesaa.net
NPO法人スマイルシード：http://www.smile-seed.org　Facebookアカウント：NPOスマイルシード

カーシェアリングの延長線上に・・・　　仮設住宅の自治会・自治連合会の結成

１．仮設万石浦団地のみなさん。利用
者を中心に自治会が設立されました。
２．カーシェアリング・コミュニティ・
サポートセンターで活動するスタッフ。
３．自動車整備学校の学生達が、心
を込めてカーシェアリング車両のタ
イヤ交換・整備点検を行ってくださ
いました。
４．オリジナルキャラクターのSu:ton
(スートン：石）とRo:ly（ローリー：巻)、
合わせて"石巻"は、東京学芸大学正木
賢一研究室で生まれました。
５．利用を希望される方々への説明会
の様子。

１．観光復興に向けた植樹祭
を（株）三井住友銀行のボラ
ンティアの皆様と（東松島市
宮戸島）。
２．卒園記念ワークショップで
園児たちが描いた「ありがとう」
のメッセージ（石巻市）。
３．海外からも植樹祭に参加
して頂きました。
４．津波の被害を受けた貞山
小学校『わかばの丘』での植
樹祭（石巻市）。

１．実際に修復する古民家です。昭和12年
に建てられた木造建物。津波の被害にあいな
がらも、しっかりと建っています。
２．壁には津波がやってきた跡が残っていま
す。被害にあった建物が取り壊されていく中、
地元の方々が実際に経験した津波や地震の事を
語り継ぐ場としても有効であると考えます。
３．修復作業のための足場、風除けのための
シートなどを設置し、修復に向けて着々と
準備が進められています。
４．子ども達が学校帰りに立ち寄って笑顔で
遊べる場にもしたいと考えています。
５．食堂で提供予定のメニュー試食会や料理
教室などを開催して、少しずつ地元の方々と
の交流を深めています。

2012年12月現在、私達は約60台の車を活用して、車が被災してしまった方々を

対象にカーシェアリングのサポートを行っています。私たちのカーシェアリングは、

個人や企業から提供いただいた車検付きの車に１年間の保険を付けて、仮設住宅

内やご近所さん同士等のグループに無料で使っていただいています。最初の1年間

の保険や運搬にかかる費用は皆様から寄付していただいた「くるま募金」15万

円/台から支払われます。ガソリン代などの維持費は利用される方々が負担し、

利用方法などは利用者間の話し合いで決めていただきます。カーシェアリングを

通して移動手段ができるだけでなく、送迎等の助け合いや、自治会等のコミュニ

ティが生まれる等の効果も表れています。

このプロジェクトは震災翌月の2011年4月、車集めから始まり、5月に1台目の

車両提供者が現れ、7月に最初の車を仮設万石浦団地に届けテスト運行が始まり

ました。そこから管理方法や契約書の内容等について利用者・県警・運輸支局と協

議を重ね、一つの型が出来上がり、10月から本格運行を開始しました。

一つの家族で車を3台や4台も津波で流されている事はザラで、それらを買い戻す

のは並大抵のことではなく、今まで近所にあった店舗や病院が被災していたり、

入居が決まった仮設住宅が辺鄙な場所であったり等、生活する上で車が必要不可

欠な状況において、切実な問題を抱えている方が多くいらっしゃいました。そん

な中、資金集めや車集め等に奔走しながら一台ずつ車を届けていきました。

2012年2月には石巻市にその必要性が認められ、仮設大瓜団地の集会所の一室

に事務所を置き『カーシェアリング・コミュニティ・サポートセンター』の事業

委託を受けました。カーシェアリングの利用者を中心とした地元の方々がその

センターを運営し、そこを拠点に石巻市内の『カーシェアリングのサポート業務』

が始まりました。その後他の被災地からも要望があり、気仙沼市、女川町、一関市

でもカーシェアリングが始まりました。

提供台数が60台を超えた今、私達が取り組むべきことは、ここで始まったカー

シェアリングという助け合いを発展させるためのサポート、及び維持継続できる

ような社会づくりを行うことだと考えています。

「私は復興住宅に移ってからも、メンバーを募って電気自動車のカーシェアリング

を行いたいと思っています。」先日利用者の方々が集まった席で、仮設万石浦団地

の増田さんが語ってくださった言葉です。今、私達が照準を合わせているのは、

災害公営住宅が建ち並んだ時の電気自動車でのカーシェアリングです。石巻市は、

災害公営住宅に太陽光パネルを取り付ける計画を発表しました。それらの電気を

蓄電し、災害時には緊急用の電源になり、普段はカーシェアリングによるコミュニ

ティ内の助け合いが行われている、そんな社会モデルの実現を目指しています。

被災地の方々を想い車を提供される皆様、乗合や送迎等の助け合いを行う被災地

の皆様、専門技術やご寄付のご協力をしてくださる皆様。私たちは、"車"という

ものを通して関わる人々の心の温かさに触れながら毎日活動しています。この

ような温かい心の交わりの延長線上にこそ、私達が目指すべき社会の姿があると

信じています。

「今までご支援いただいた方々に報いるためにも、今度は我々がカーシェアリング

を大いに活用して、この仕組みを世界に発信する番だと思っています。」町内で

軽トラックをシェアする不動町の大崎区長が語ってくださった言葉です。ここ

石巻で、石巻の人々と共に夢を描きながら一歩ずつできる事から取り組む事で、

社会の雛形を作っていきたいと思っています。今後ともご支援とご協力の程よろ

しくお願いいたします。

震源地に近い牡鹿半島は津波によって壊滅的な被害を受けました。石巻

市街地から距離もあり未だに復旧・復興が遅れています。地盤沈下が激

しく今でも満潮時には浸水する地域が多くあります。建物の多くは再生

されずに解体作業が進んでおり、津波の被害を受けた海岸線沿いは更地が

広がっています。

その牡鹿半島に点在する集落のひとつに大原浜があります。古くは伊達

政宗が鹿狩りに何度も訪れた自然豊かな場所であり、地元の方々の心の

中心でもある三熊野神社をはじめ、古い文化や言い伝えが色濃く残る集

落です。また、震災後に全国から集まったボランティアをとても暖かく

受け入れてくれた特別な地域でもあります。そこに、2階まで津波の被害

を受けながらもしっかりと海に向って建っている古民家があります。

屋根は雄勝石の天然スレート瓦を使用し、欄間や飾り窓、囲炉裏跡も残って

いる築約80年の伝統的な日本家屋です。その古民家と隣接する蔵(築約

120年)を修復して気軽に人が集まれる場所を作り、「牡鹿半島に人・物・

情報の流れを作っていく。」という試みが『古民家再生IBUKIプロ

ジェクト』です。

「公共施設や商店、食堂などを失ってしまった牡鹿半島で、人が集まり

繋がる場所を作りたい。」再建した古民家が牡鹿半島復興の兆しとなり、

コミュニティスペースとして地域の方々、そして観光にいらした方々が

心を通い合わせる場所となることを目指しています。更に、県外、海外の

方々が訪れた際に、四季折々の地元の豊富な海の幸・山の幸を気軽に食べ

られる食堂の営業や特産物の販売を行う"道の駅的な発展"を目指すのと同

時に、震源地が近く津波の爪痕が残る建物だからこそできる後世にその被

害の甚大さと復興への歩みを伝えていく為の資料展示、そして牡鹿半島の

歴史・文化・自然などの魅力を存分に感じていただけるスペースとして

も機能させていきます。

現在、建物の清掃・修復と同時に、地域のお祭りでの炊き出しや料理教

室などのイベント開催を通して大原浜や牡鹿半島の方々、そしてボラン

ティアや支援してくださっている方々とのコミュニケーションを大切に

しながら一歩一歩前へ進んでいます。将来的には地元雇用を含めプロ

ジェクトの法人化なども考えています。

全国の方々と牡鹿半島に住む方々を繋ぎ、被災地に新しいイブキを芽生

えさせる『古民家再生IBUKIプロジェクト』。みなさまの視線を東北に

向けていただき、ぜひともご支援のほどよろしくお願いいたします。

一般社団法人 日本カーシェアリング協会：http://www.japan-csa.org

オープンジャパン オープンジャパン2 3

連携団体である地元のNPO法人スマイルシードと育む

理事長　黄本 富士子

※イメージ図
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私達は、仮設住宅で一人暮らしをされている65歳以上の高齢者の方々に対し、

月に一度の個別訪問を継続して行ってきました。ボランティアが訪問すること

で直接的なコミュニケーションを取るのと同時に、全国各地の支援者の方々の

連絡先が書かれたメッセージカードにお米を添えてお届けしてきました。

石巻市では2011年11月から試験的に活動を開始し、スタートから1年が経過した

2012年11月末現在で延べ3,308名のボランティアが、これまでに市内101ヵ所

の団地を訪問し、計748名の対象者（65歳以上の独居には当てはまらないが

ご本人の希望で訪問対応している高齢者含む）の方と出会うことができました。

本格的に活動を開始したのは2012年1月からで、当時は市内に点在する約

7,200戸の仮設住宅に誰が住んでいるのかもわからない状況の中一軒一軒訪問し、

対象者がどこにお住まいなのか探し出すところから始まりました。

石巻には"お茶っこ"という文化があり、訪問した私達を家の中に招き入れてくれ、

お茶を飲みながらお話を伺うことがあります。時には共に涙を流し、共に笑い

あいながら、住民の方の前を向いて立ち上がろうとしている姿に、一方でまだ

立ち止まってしまっている姿に、少しでも力になりたいと思いました。

月日を重ねるうちに、私達の訪問を楽しみに待っていてくださる方々が増えて

いきました。届けたメッセージカードの相手と文通が始まった事を嬉しそうに

教えてくれた方もいました。実際に支援者の方が仮設住宅を訪ねて来られたり、

電話やメールでのやり取りをしたり、少しずつ交流が始まっているようです。

現地に足を運べない方たちの想いを現地の方々に届け、つなげる事もこのプロ

ジェクトの重要な目的の一つなのです。

独居の方の孤独感を緩和するには、気の合う友人や近所の人との日常的なコミュ

ニケーションが必要であり、この活動の趣旨を理解し、協働してくださる地元

の方々の存在が重要になっています。団地内でのつながりや、対象者同士の

つながりを生み出していくため、春頃から自治会や中心となって動いている方々

との話し合いを進めてきた他、夏頃からはみなさんが集まれる場の企画などを、

自治会と協働もしくは単独で行ってきました。その流れの中で、対象者の方々

の状況や自治会の方々とのお話しを踏まえ、徐々に訪問する団地数を減らして

いきました。住民さん自身から「自立に向けてサンライスを卒業します。」と

言って頂いたこともあれば、私達の方で判断したこともあります。ピーク時で

は748名だった対象者も、2012年の夏以降少しずつ減っていき、開始から1年

が経過した2012年11月現在の対象者数は201名になりました。対象者の個別

訪問については当月で全てが終了し、集会所での催しについては翌12月に実施

したクリスマス会が最後になりました。

私達は専門知識があるわけではありませんが、地元の方々や関係機関と協力し

ながら、現地の状況に即した活動の在り方を考え、寄り添いが必要な方々に、

元気をお届けしてきました。この1年間で、本当にたくさんの笑顔を生み出すこ

とが出来ました。

東日本大震災からもうすぐ丸2年が経とうとしています。これからは、このプロ

ジェクトで育まれた繋がりを大切に、ボランティアと被災者という関係ではなく、

人とひととして、あの日から3年目の年を歩み出したいと思います。

オープンジャパン オープンジャパン

被災地と支援者を繋ぐ。
その日、その場で、その瞬間にできる事。

今も私たちは、「何かがあったら仲間達が駆けつけてくれるだろう…」という思いの中で生きている。地震の活動期に入ったといわれる日本において、

次の震災はいつ発生してもおかしくないという現実。今後起こり得る災害に対しての迅速な初動救助、緊急支援、支援物資の分散化など、仲間達と共

に"次"への準備を始めている。また、技術系災害ボランティアネットワークとの連携で、次の大災害に備えての動力機材等を活用した災害ボランティア

講習会『DRT（Disaster Relief Training）講習会』に参加し、日頃より被災地での活動において有効な重機や機材などの使用に慣れるようにすることも

怠ってはいない。大規模災害時に消防・自衛隊・警察等によって人命救出がなされる確率は5％以下となっている現実の中で、民間での役割を果たす

ことが出来ればこれほど嬉しいことはない。「０から１を創り出すことの難しさと大切さ…」を思いつつ、今日も石巻の川面から海を眺めて活動している。

3月11日。日本中を揺らした日、仲間達が全国から動き出した。それぞれの出来ること

をしに、物資を車一杯にして、カヌーや機材を載せて集まって来た。すぐに動けない

仲間達も、後方支援をしながら、被災した方々の身体や心を癒やすべく、整体師や調理

師として歩んできてくれた…。その中から、仲間が仲間を呼んで自然と集まって来た

人達や阪神淡路大震災からの仲間達が、重機やチェーンソーを操る瓦礫撤去隊やマッド

バスターズとして活躍した他、炊き出し、整体、写真洗浄、物資輸送、祭りや子ども

支援、そして情報発信なども行った。何よりも「今の石巻は壊滅的！」と言われた3月

19日のボランティアセンターとの会議で、阪神淡路大震災時の『地元NGO救援連絡

会議』の方式と同様に、ボランティアセンターと連携する『NGO・NPO連絡会』を提案

して動き出せたのは、初めの一歩だっただろう…。被災した行政、社会福祉協議会、

様々な企業との連携の間で、その連絡会（後に（社）石巻災害復興支援協議会へ）は、

ボランティア活動における重要な歯車となった。 

その後、新潟・福島豪雨や台風12号による紀伊半島の土砂災害、茨城・栃木県竜巻

災害、九州北部豪雨などの被災地においても石巻でのネットワークから仲間が仲間を呼

び支援活動を行った。自治体や消防団、自治会など地域の方々と連携し、個別のニーズへ

の対応だけでは無く、地域を面として捉えた現地サテライトを設置し、社会福祉協議会

のボランティアセンター立ち上げ協力や先遣隊としての役割を果たすことができた。

ここでも重機やチェーンソー、動力系工具を使った特別なボランティア活動から、

炊き出しや整体など、OPEN JAPANのネットワークを活かした活動を展開した。

OPEN JAPANのメインプロジェクト 緊急支援

０から１を創り出すことの難しさと大切さ…
吉村 誠司（助さん）・肥田 浩（ひーさー）　

１．竜巻被災地サテライトでの作業前
朝礼。今日の作業内容の確認・分担

などを行う。／２．移動式カフェや出
張整体師などのボランティアも登場。

被災地では心や体のケアが必要とさ

れる。／３．被災者の方にチェーン
ソーの操作方法をレクチャー。

４．青空受付でボランティア保険の
加入を確認。時にはボランティアの

受け入れもまたボランティアの役目。

／５．雨除けシートを張るために
土嚢袋を重機で屋根に上げる。／６．
自治会の役員とローラー作戦。ニーズ

を聞き取る。

７．津波で流された車両に挑むマッド
バスターズ！／８．神社に飛び込んだ
車をユニックで引き抜く。／９．足場
の悪い瓦礫の中2トンユニックを使っ
て大奮闘。／１０．水害被災地での床
下泥だし。／１１．「瓦が壁に突き刺
さる！」戦場のような竜巻被災地。
／１２ ．被災地に到着したDRT -
JAPAN重機隊。

1

2

7 8 9

10

11

12

3

4 5 6



３月
2013年

４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 ４月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月３月11日

2011年
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● 緊急支援活動

● OPEN JAPAN本部

● 炊き出し・食

● コミュニティ

● 写真

● カーシェアリング

● まつり

● 古民家再生・牡鹿支援

● サンライス元気村

● スマイルシード

● 漁業支援・カヌー

● 福島支援

OPEN JAPAN（旧ボランティア支援ベース絆）３.１１からの歩み

和歌山台風被害 緊急支援へ出発

3/11  東日本大震災発生最大震度7を観測（14時46分）

3/17  最大避難者数約50,000 人　避難所250箇所

3/20  NPO/NGO支援連絡会スタート

3/23  石巻市災害ボランティアセンターが石巻専修大に開設

3/28  仮設住宅建設着工　県外からの一般ボランティア募集開始

4/07  最大余震震度6強を観測（23時32分）

4/11  市役所窓口業務再開　石巻市「復興対策室」設置

4/14  被災証明書・り災証明書申請受付開始

4/15  「石巻市震災復興推進本部」設置

4/21  石巻市立小中学校新学期始業        

4/26  第1次仮設住宅入居者抽選�

4/28  大川小学校慰霊祭開催�   

4/29  仮設住宅入居開始�    

5/05  春のマンガッタン祭り開催

5/07  がんばろう！石巻市民広場開催�

5/16  石巻運転免許センター業務再開�  

5/23  石巻専修大学で入学式�      

5/28  第１回おがつ復興市開催�

6/01  一部のスポーツ施設再開�  

6/14  石巻市「震災復興基本計画市民検討委員会」設置

6/18  石巻市慰霊祭（百箇日法要）開催  

6/20  倒壊家屋撤去作業開始�      

6/25  仮設住宅入居申し込み終了�    

6/27  自衛隊による炊き出し終了�       

7/11  石巻広域クリーンセンター運転再開�  

7/12  石巻魚市場水揚げ再開�  

7/16  JR仙石線一部開通（石巻－矢本間）�  

7/27  自衛隊による入浴支援終了�       

7/29  自衛隊撤退�       �

8/01  川開き祭り�

8/17  石巻市震災復興基本計画（骨子）策定�      

9/11  がんばろう！石巻祭り 心の音楽祭�

9/16  日本製紙石巻工場一部稼働�  

9/20  仮設住宅完成（必要戸数7297戸）�    

9/21  台風15号石巻を直撃し水害発生�        

9/26  宮城県石巻合同庁舎業務再開�     

9/30    仮設住宅見守り隊活動開始,

　　　   石巻専修大学テントサイト閉鎖

10/09  石巻ロックフェス2011 

10/11  避難所閉鎖　市の仮設風呂終了�     

10/16  おらほの復興市～石巻・女川・東松島～�

11/01  石巻魚市場仮設市場で営業開始�  

11/10  市の食料・生活物資配布終了�     

11/12  うんめえもん市�

11/18  仮設「おしかのれん街」オープン�  

11/19  仮設「おがつ店こ屋街」オープン�  

12/01  石巻市災害ボランティアセンターが「明友館」に移転

12/09  石巻仮設住宅自治連合会発足�    

12/10 仮設「石巻立町復興ふれあい商店街」オープン�  

12/11 漁協復興祭　待機所閉鎖�     

12/23 きたかみ復興市"絆"感謝祭�

2/01   震災復興部（復興政策課・協働プロジェクト推進課

　　　　・土地利用住宅課・基盤整備課）設置�      

2/17   石巻復興整備協議会設立�      

3/10   雄勝公民館屋上バス撤去�   

3/11   東日本大震災犠牲者石巻市追悼式�   

3/30   石巻市防災集団移転促進事業着手�      

3/31   石巻市2地区が高台への集団移転決定�      

5/01   仮設住宅コールセンター開設�   

5/04   鮎川浜「牡鹿さ、ござい～ん」祭り

6/09   仮設「石巻まちなか復興マルシェ」オープン

7/08   地震・津波避難訓練実施�      

8/12   雄勝町花火大会

8/22   市が自家消費用農作物等の放射性物質検査を開始�      

10/06 東北元気フェスティバル in石巻（～7日）

10/09 JR貨物石巻港駅再開�  

10/21 いしのまき大漁まつり� �

10/27 第19回サン・ファン祭り（～28日 ）�

11/16 石巻港雲雀野地区南防波堤復旧工事完了     

11/17 石ノ森萬画館再オープン�  

12/07 M7.3最大震度5弱の余震　津波警報発令

５.１４

3.21

5.5

11.１3カヌーデイin石巻開始

写真プロジェクト開始

炊き出し開始

東京タワーから週末ボラバス運行開始

湾内の清掃など現在まで計9回開催（p.9）

7.31 川開き祭り

カヌーを使って１万個の灯篭流し

4月下旬

4月上旬

漁業支援開始

漁具回収・養殖の準備などの支援活動

カーシェアリングテスト運行開始

仮設万石浦団地で1台目の運行(p.2）

泥出し後の湊小学校体育館にて初の炊き出し（p.8）

3.31 大街道小学校他、避難所での炊き出し開始

市内各地の避難所がなくなるまで継続

旧市役所にて本庁地区の思い出の品展示（p.8）

6.13

5.7 本庁・河北地区の複写作業開始

スキャナやデジカメで写真のデジタルデータ化

河北地区の思い出の品展示開始

福地体育研修センターにて洗浄・展示

6.18

写真救済サミット参加

各被災地の写真洗浄団体が集まる会議に出席

6.24

石巻市写真公開展示プロジェクト開始

石巻市の事業として再スタートを切る

7.14

9.6

3.26 黄金浜会館でのコミュニティカフェ開始

各地でコミュニティカフェを行う

6.3 つながり・ぬくもりプロジェクト開始

避難所ほか施設に太陽光発電・太陽熱温水設置（p.9）

8.20 にこまるクッキープロジェクト開始

被災地で作ったクッキーを都心などで販売

6.29 みみずコンポスト開始

炊き出しで出た生ゴミを堆肥化　市民菜園造りに提供

11.26 いしのまき地ビール★チャレンジ開始

津波の被害にあった畑で麦を育てて地ビール作り

10.17 三遊亭京楽さんの落語会

避難所や仮設住宅などで開催

1.2 お正月餅つき＆炊き出し

大原浜の生活センターにて開催

1.17 中瀬にて阪神・淡路大震災追悼式

「１・17希望の灯り」から採灯された火を灯す

3.11 東日本大震災から１年　各地の関連行事に参加

県外や市内各地でも追悼行事が実施される

6.21 平和の火キャンドルナイト開催

星野村から採火された原爆の火を囲む

6.29 リトルイーグル東北ツアー開催

福島・石巻・仙台にてライブ＆ワークショップ開催

3月上旬 東京などのイベントに参加

各地のイベントに積極的に出展・出演

まつりプロジェクトの最初の目標となった春祭

熊野にベースを作り（9/25 ）現在も活動中

串本町荒船海岸一斉清掃10.30

熊野ベースの支援活動

九州北部豪雨被害 緊急支援へ出発7.13

熊野ベースのメンバーが出動し支援活動開始

一般社団法人OPEN JAPANとして再出発3.11

「ボランティア支援ベース絆」より「OPEN JAPAN」へ

食品放射能測定器を石巻ベースに設置5.10

ベラルーシ製の測定器をアースデイ東京タワー・VCより寄贈

つくば市周辺で竜巻被害 緊急支援へ出発5.6

現地の消防団や自治会と連携し支援活動開始

新潟・福島豪雨災害　緊急支援へ出発7.30

奥会津での支援活動から「ふくしま子ども元気村」が生まれる

金華山での支援活動開始8.20

神社を中心に 金華山全体の支援活動を現在も継続

田代島にて復旧支援活動7.27

日本財団・ピースボート・ＲＱと共同作業（～30日）

活動拠点を南境生活センターに置き仲間が集結3.19

物資配給・泥出し・炊き出し・整体など様々な活動の拠点となる

東日本大震災発生 緊急支援へ出発3.11

日本各地の仲間達が被災地にて初動救援活動を開始

活動拠点を住吉町にある旧みうら内科に移転9.15

この日から現在に至るまでの活動の拠点となる

以後毎週土曜日に10～90名の週末ボラが活動

笑顔の種をまこうプロジェクト開始4月上旬

毎月１１日の「お花お届け隊」種付メッセージカードの配布（p.3）

緊急支援物資の調達・配布開始3.20

全国から届く支援物資を仕分けし適所に届ける

3.27 湊中学校での炊き出し「みなと食堂」開始

座ってゆっくり食べられる食堂を１３２日間休まずに運営

4.8 石巻カヌークラブ発足

地元の団体として活動（p.9）
カヌーで灯篭を浮かべる

こよみのよぶね

9.17

福島の子供保養キャンプを毎月開催　現在は奥会津で自立運営

ふくしま子ども元気村開催

渡波・明神社のお祭り

5.5

春祭にて震災後初のみこしを担ぐ

渡波・明神社のお祭り

明神社を中心に渡波地区で活動（p.9）

まつりプロジェクト開始

11.8

仮設万石浦団地で最初の訪問活動（p.4）

サンライス元気村プロジェクト開始

1～３月

4月

市内101ヶ所の仮設住宅で対象者を探し出すところから

本格的なローラーを開始

団地内の状況のヒアリングと協働に向けた調整

自治会等との話し合いを開始

7月

お茶会・ベンチ作り・ワークショップ・落語会・協働訪問など

集会所を活用した交流企画を開始

8月

夏休み中の子供たちを気遣う声から1ヶ月間限定で実施

こどもの遊び場実施 11月

ピーク時では748名だった対象者も最終的には201名まで減少

対象者の個別訪問終了

12月

自治会への引き継ぎ協働訪問　集会所での企画が最後に

サンライス元気村プロジェクト終了

8.24

7.24 本格運行開始

県警・運輸支局の了解を得て本格的に稼働

10.20

10.26

天ぷらカー試乗会開催

カーシェアリングで廃油カー導入

5.13

第1回総会開催

利用者に事業の報告と計画を発表

5.19

電気自動車試乗会開催

日産リーフをお借りして試乗会

10.24

学生整備プロジェクト開始

自動車整備学校学生の整備ボランティア(翌年5月と11月にも実施)

パソコン教室開始

㈱NTTデータ様と仮設住宅などで定期開催

10.3

車30台の贈呈式

㈱ガリバーインターナショナル様より贈呈

1.12

カーシェアリング・コミュニティ・サポートセンター運営開始

石巻市から受託　利用者4名をパートタイムで雇用

2月

現地に移り住みながら活動を継続（p.3）

古民家再生IBUKIプロジェクト開始 3.31

牡鹿半島の子ども達と長野を訪問

子どもキャンプを企画 7.15

前夜祭・直会に炊き出しを実施

三熊野神社の夏の例祭に参加 12月

本格的に古民家の修復がスタート

再生に向けて作業開始

10.28

オープンする食堂の料理人による料理教室

IBUKI料理教室2.5

オープンする食堂の料理人が調理　以後ほぼ毎月開催

食堂メニューの試食会開始

12.8

年末年始の餅つきを各地で実施

玄米餅つきプロジェクト開始

心のケアプロジェクト開始4.23

県内120ヶ所でライブ・ワークショップ開催

子供支援プロジェクト開始5月上旬

学習・体験を基本に６０ヶ所以上でキャンプや国際交流

観光・経済復興プロジェクト開始3月上旬

地域に根ざした森づくり・街づくり・人づくりの活動

森と海が育む人材育成プロジェクト始動予定3月

学生・ボランティア・地域住民の交流を通した人材育成

植栽・植樹プロジェクト開始10月上旬

被災地や旧北上川沿いでの花や木を植える活動

7月上旬

雄勝・牡鹿・北上地区に出向いて複写作業

写真の出張複写作業開始12月上旬

7月の再公開に向けて石巻市防災対策課と協議・準備に入る

写真再公開へ向け協議2月上旬

WELCOME ! !　

全国の見知らぬ仲間たちが3.11を境にこの地に

足と心を運んでくれたことで、数多くのプロジェ

クトが生まれてきました。街の様子が日々変わ

りゆく中、僕たちはこの街と一緒に歩んでいる。

被災した街で、ボランティアがここに集まり、

痛みを修正してゆく…。まるで、壊れた体を細

胞が治してゆくように、ゆっくりと、とてもゆ

っくりと…。人が関わった分だけ、早くこの街

が再生されてゆくことでしょう！！これからも新

しいプロジェクトも生まれてくることでしょう。

素適なヴィジョンをもって共に邁進しましょう。

皆さんの応援と共に。そしてこの地に足を運ん

でください。きっと素敵な明日があるから…。

一緒に創造してゆきましょう！！
木村とーる

オープンジャパン オープンジャパン

3.11からの歩み 3.11からの歩み
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OPEN JAPANと仲間たちのプロジェクト紹介 OPEN JAPANと仲間たちのプロジェクト紹介

石巻カヌークラブ

写真プロジェクトでは瓦礫の中から拾得された

写真などを洗浄して被災者へお返しする活動を

行ってきました。私たちは2011年5月、石巻市

防災対策課と協力しながら活動を開始しました。

これまで関わってくださったボランティア数は

延べ6,000人、洗浄した写真は推定80万枚に

上ります。当初は石巻市の本庁地域のみが活動

対象でしたが、6月から河北地域でも活動を開

始しました。写真洗浄とともにデジタル化にも

取り組みました。2012年1月、市は拾得物の

公開展示の終了を決定し、展示会場は閉鎖され

ました。その後、私たちからプロジェクトの提案

をし、7月からは市の事業である『石巻市写真

公開展示プロジェクト』として多くの協力を得て、

再スタートを切りました。現在は、雲雀野の瓦礫

処理プラント内に『思い出の写真デジタル公開

センター』がオープンし、市役所、各総合支所と

合わせて8箇所で、デジタル公開を含めた展示

が続けられています。仮設住宅への出張展示

などもおこなわれ、新たな試みにも取り組みな

がら市のプロジェクトは続いています。多くの

ボランティアの皆さんのおかげで、石巻市へ

プロジェクトを引き継ぐことができました。感謝

とともにご報告いたします。

「生きるか死ぬか」の時期を乗り越えて、縁あってOPEN JAPANの活動に参加し、

母校である石巻市立湊中学校での炊き出しに数ヶ月間従事させて頂きました。

そこで私は、"食事を作る""片づけをする"といった基本的な行動が非常に重要な

のだと、はじめて気付かされました。自らの仕事や日々の暮らしを投げ打って

駆けつけてくださった全国の皆様と一緒に活動する中で、特に目を見張った

のはカヌーイストの方々の活躍でした。限られた設備や材料の厳しい環境下で

非常に多くの学ぶべきことがありました。

2012年4月、石巻カヌークラブを設立しました。石巻市民は、家族、愛する人、

知人、記憶にある誰かを津波により失くしています。水を恐れ忌避する気持ち

を捨て去ることは難しいことです。しかし、石巻で生きる限り私たちは、海や

川と離れることはできません。だから、ゆっくりと、水とともに静かで穏やか

な暮らしを取り戻していきたいと考えています。また、私の心の中に「地元の

人間が助け合うことで乗り越えられたはずのことまでも、ボランティアの皆さん

に頼ってしまっていた…」という思いがあります。自分たちのために、石巻の

ために、自分たちができることをしなければ、できるようになれなければ、

と感じています。この思いは、ここ

で生きていく私たちの、今後の課題

だと考えております。

石巻カヌークラブは現在、会員をは

じめとした石巻市民の皆さんと共に、

震災を乗り越えて、川と海を愛する

心を取り戻しながら、地元密着の活動

をするクラブを目指し活動を行って

います。

『まつりで復活！石巻！』と題し、石巻の中

でも特に被害の大きかった渡波地区にある

大宮町明神社の瓦礫撤去、清掃を行いまし

た。最初の目標は、毎年5月5日に開催さ

れているお祭りの開催でした。今年も開催

したいという宮司さんの想いのもと、全国

からボランティアが集まりました。そして、

周囲にはまだ瓦礫が残る中お祭りを開催

する事ができました。お祭りまでの準備の

過程、そしてその後も渡波地区の方々と

一緒に時間を過ごす事で、身近な雰囲気を

感じながら復興のお手伝いをしてきました。

その後も各地のまつりで炊き出しや青空

カフェ、その他様々なかたちで地域や学校が

元気になるような取り組みや、コミュニケー

ション作りのお手伝いを行っています。

石巻市内や牡鹿半島では120cm

前後の地盤沈下により電気の復

旧は遅れ、特に旧河北町の尾崎

地区は復旧の見込みすら立たな

い中、避難生活を余儀なくされ

ていました。NGOが連携した

つながり・ぬくもりプロジェクト

を通してソーラーパネルや太陽

熱温水器が提供され、避難所・

神社・お寺・漁協・街灯他33カ所

に12kw/hの光とぬくもりを

お届けすることができました。

私達OPEN JAPANの活動拠点

も、屋上に設置されたソーラー

パネルにより1.35kw/hの

自家発電をしています。

「漁業の場である湾内を綺麗にしたい、そして使

える漁具をひとつでも多く回収したい。」こうし

て始まったのが『カヌーデイin石巻』です。津波

の後の海には、破壊された家屋と瓦礫が散乱し、

船外機の付いた漁船が自由に航行できる状態では

ありませんでした。そこで全国のカヌーイストに声

をかけ、湾内に漂うロープ、浮きブイなどの漁具や

材木をひとつひとつ手で回収しました。漁師さん

達は、初めこそ「カヌーなんかで…」と口にしていま

したが、浜が綺麗になっていく様子を見て喜び、

一緒に作業をしてくれるようになりました。また、

陸ではダンプやユニックを使った瓦礫の運び出し、

そして地元漁師さんとの連携など、カヌー以外に

も多くの方々の力が集まってプロジェクトを遂行

していきました。今後も漁師さんが気持ちよく漁

に出て行ける環境を作るために活動を継続してい

きます。

東日本大震災が引き起こした津波という濁流を受け、大きく変わり果てた東

北沿岸の町並みを目にした僕達は「見過ごす事ができなかった」ことを今でも

はっきりと覚えています。「凍える寒さを和らげる服を、生存を、再会を、

呆然とする身に柔らかな声を掛け、心を解きほぐす暖かさを…。」そう心の中で

願いながら、濁流にさらわれた家の中にある生きる支えを共に運び出し

ました。『マッドバスターズ』はみんなで力を合わせて、いつも笑顔を忘れ

ずにヘドロや瓦礫と向き合って活動

しました。避難所や学校などの大型

施設には、短期間で大人数のボラン

ティアを投入。5施設に延べ1,500人

以上のボランティアと地元の方々で、

建物の中、床の下まで入り込んだ

ヘドロを出し、瓦礫撤去、清掃、

時には修復などを行いました。

一般住宅のヘドロ出しや、家財道具出しははじめの約2ヶ月で20件ほど。

中でも水産加工場近くの住宅に流れ込んだ腐敗したイカ20トンを撤去したの

は強烈な思い出です。

震災から2年が経とうとする現在でも、家を直し住むことを決めた方々のお手

伝いをすると、乾燥した泥を屋外に出す作業があり、次なる生活のためのマッド

バスターズを行っています。

三陸鉄道復旧支援

金華山沖玉手箱で漁業支援

現地にいなくてもできる応援現地にいなくてもできる応援

きっぷを買って『三鉄』支援！

岩手県のリアス式海岸を南北に
繋げて走る第三セクターの鉄道
会社『三陸鉄道』。ここも、東
日本大震災時の津波により甚大
な 被 害 を 受 け ま し た 。 全 線
108km（北リアス線71km、南
リアス線36.6km）のうち合わ
せて72kmが不通となりました。
私たちは、地域に密着した小さ
な鉄道に国の支援が届くには時
間がかかるかもしれないとの判断で、このプロジェクトを立
ち上げました。2011年5月、岩手県宮古市にある三陸鉄道
本社をたずねました。担当の方と相談の結果、"通常から販売
している回数券を購入する"方法をプロジェクトの核とする
事に決定しました。これにより、もっとも早い形でダイレクト
に三陸鉄道への資金援助ができます。2011年度には

"1,000万円分購入"もあったそうです。詳しくは下記Web
サイトをご覧下さい。

お互い嬉しい玉手箱プロジェクト

「厳しい状況の中でも前を向き、
もう一度漁業を再生・再開したい」
という牡鹿半島の漁師さんの
気持ちと、「震災の被災地へ直
接届き、繋がっている実感を持
てる支援をしたい」という皆さ
んの気持ち。そんなお互いの思
いを結びつけ、お互いが感謝を
し合える仕組みが、「金華山沖玉
手箱」プロジェクトです。まず、
1箱1万円で『玉手箱』をご購入頂き、その代金としていた
だいたお金で、漁の道具を買ったり処理場を作ったり、徐々に
漁業を再生させていきます。そして何年経つか分かりませんが、
漁業が再生できたら、皆様のところに海産物の入った玉手箱
が復興の証しとして届きます。皆さん、漁業再生を応援し、
後に自分も嬉しくなる金華山沖玉手箱プロジェクト、ぜひお
ひとついかがですか？詳しくは下記Webサイトをご覧下さい。

www.peace2001.org/santetsu

www.omotehama.com

tsunagari-nukumori.mizunet.orgwww.canoeday.com

震災直後から石巻各地で炊き出しを行い2011年

8月までに提供した総数は約111,165食に上

りました。東北の寒い冬に耐えながら送る避難

生活。「温かい食事をとることでほっと一息ついて

もらいたい、野菜をたっぷりとって元気になっ

てもらいたい…」という想いで全国から集まった

ボランティアが、避難所で暮らす方々と協力し

て調理を行いました。長期で炊き出しを行って

いた湊中学校武道場の『みなと食堂』では、ご飯

(白米と玄米を選べる）、おかず、サラダなどを自分

で盛って頂くランチを132日間提供し続けま

した。毎回ゴミになる使い捨て容器は使わず、

食べ終わった食器は自分で洗い、拭いてから返却

して頂くディッシュリユースシステムの導入や、

生ゴミを増やしたくないという想いから、ミミズ

コンポストを設置し、新しい炊き出しのスタイル

を確立しました。その他、大街道小学校や釜小

学校でも炊き出しを行い、そこを中心に近所の

避難所へのデリバリーも長期に渡り行いました。

ただお腹を満たすためだけではなく、炊き出し

を通して、全国の支援者みなさまの想いを、地

元の方々の元気に直接繋げる事ができると信じ、

みんなで分担し、気持ちの鎖を繋ぎながら活動

を行いました。

みんなで力を合わせて、いつも笑顔を忘れずに。

111.165食に想いをのせて。

祭りで復活！石巻！

漁師さんの気持ちと共に。

思い出は宝物。

石巻カヌークラブ会長
アッシュ (石巻市民)

再び水と触れ合うために・・・



OPEN JAPANはこんな団体 様々なボランティアの形

全国から集まるボランティアが生活を共にする私達の活動

拠点は、被災した建物をお借りし、きれいにするところから

スタートしました。毎朝の朝礼では、各プロジェクトの活動予定やメンバーの確認に加え、その日の潮位、地震や津波発生時に備えた注意事項などの共有も欠かさず

行っています。現場を支える事務作業、活動に向けた下準備やミーティングを行うだけでなく、様々な装備品や非常食等の備蓄スペースとしても活用しています。

また、寝袋で寝泊まりをしながら、自炊する共同生活の場ともなっています。アースデイ東京タワー・ボランティアセンターを通じた支援により、ベラルーシ製の食品

放射能測定器が設置され、測定を希望する地域の方々や他団体に対し、予約制にて利用開放しています。

只今検体の放射能測定中 同じ釜の飯を食いながら
活動に必要な色々な道具 大切なベース内での作業一日の始まりは朝礼から

●●●  OPEN JAPAN はこんなところ  ●●●

ソーラーパネル

オープンジャパン

高山 隆夫 さん 尾形 拓哉 さん 岩本 千矢 さん patagonia長期ボランティアサンライス元気村など包丁研ぎ・仮設支援など

ボランティアに参加してくれた方の声
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●●●  OPEN JAPANの地元との連携  ●●●　

粟野 浩一 さん 石巻市役所福祉部被災市民生活支援課

石巻市社会福祉協議会

ボランティアの皆様と出会って　～石巻・ヤマユ佐勇水産の佐藤央子さん～

●●●  様々なボランティアの形  ●●●

環境に配慮したベース運営環境に配慮したベース運営

企業だからできること

こんなボランティアに出会ったよ・・・・・　マッドバスターズのある1日 木名瀬 がってん

様々なメディアを通じて、被害の状況が日を追うごとに明ら
かになり、皆さんはどんな想いで映像を観ていたのかと考え
ます。そんな中、この石巻にボランティア活動をしようと来
ていただいたことは、我々災害ボランティアセンターの職員
として、心から感謝しております。また、OPEN JAPANを
含め各団体の皆さんが、災害ボランティアセンターのニーズ
にも互いに連携しながら対応していただいたことによって、
スピード感があって連帯感のある支援活動に繋がっていると
考えます。今後は、市域全体の状況を勘案しながら、個別の
支援も含めて調整していく業務も、社会福祉協議会として取り
組んでいくことになるかもしれませんので、その際には可能
な限りお力添えをいただきますようお願いいたします。

様々なご支援をいただいた石巻市にあって、私が業務の中で
お会いした方々は一握りではありました。その中で、ご縁が
あって、そしていつのまにか信頼関係が育まれた団体さんが
日本カーシェアリング協会さんでした。石巻市において、様々
なサポートセンターを設置するなかで、被災者の生活支援
の一つとして"カーシェア"の利用促進が必要であるという
ことで、サポートセンター業務を委託しているところです。
様々な団体さんの様々な活動を拝見し、改めて行政の役割
というものを考えさせられる機会をいただいています。
ありがとうございます。

山崎 信哉 さん 石巻仮設住宅自治会連合会会長

あの頃、神社の周りに集まった瓦礫の山を"ウロ
ウロ"する日々でした。頭の中は「カタズゲねぐね、
カタズゲねぐね」と自問自答で一ヶ月。4月10日
を迎え、例年通り境内にコイノボリを泳がせた
ところ、OPEN JAPANのボランティアである
ひーさんに見つけてもらい、「なぜコイノボリを
上げているんですか？」と聞かれ、私の答えは
「お祭りをしたいから」。それが、ボランティアさん
との出会いでした。それから半月、500名以上
の応援を受け、春祭を奉仕する事が出来ました。
この震災で感じた事は、日本人の底力と誠の心、
そして素直な心でした。ありがとう。

OPEN JAPANさんには被災以後物資配給、泥
出し、炊き出しに始まり、仮設に移ってからも
カーシェアリングやサンライス元気村での活動等、
物心両面で公的機関や私ども自治会では対応で
きない細やかな支援をいただきました。2011年
12月、石巻市内の仮設住宅自治会役員が集まり、
石巻仮設住宅自治連合会が結成され、現在36
団地が加盟し情報交換が毎月行われるように
なりました。その会の結成・運営のサポートも
本当に有難く、心から感謝しております。

「すごく優しい人たちがいて"ウェルカム"と言ってくれるよ」震災後、喪失感で何もできずにいたある日、子供のその言葉で湊中学校の炊き出し

を訪れました。そこで"希望"を感じ、工場を片づけてみようと思いました。そんな私達の背中を押すように、絆（現OPEN　JAPAN）から毎日多く

のボランティアの方が手伝いに来てくださり、その数はのべ1,000人以上。中でも東京から通ってくださったモデルチーム(This is a Pen )の方々

との交流は娘の閉ざしていた心の扉を開けてくださいました。また、仮設住宅から子供達を学校に送るのにカーシェアリングの車を使わせて

いただきました。 お蔭様で2011年10月6日に工場を再開させることができました。皆さんの恩に報いるためにも、頑張っていきたいと思います。

ベースの屋上に設置されたソーラーパネル。活動に

必要な携帯電話等の充電、事務作業に欠かせないパ

ソコンやプリンター、

照明の電源として活用

しています。拠点で消

費される電力の一部は、

空から無限に降り注ぐ

太陽の恵みで賄われて

います。

活動で疲れた体と心を温めてくれるペレットスト

ーブ。間伐材や林地残材、製材工場から出る廃材

を粉砕してペレット状

に固めた燃料は、化石

燃料と違い、燃料を補

給する度、木の良い香

りがします。やさしい

炎を囲みながら、日本

の森を元気にします。

ペレットストーブ 天ぷらカー
人と物を載せて被災地を走り回るハイエース。その燃料は、

地域の飲食店や家庭から提供頂いている使用済み天ぷら油

です。細かいフィルターを通し

てゴミを取り除いた天ぷら油を、

特殊な加工をせずにそのまま給

油出来るよう改造しています。

例え天ぷら油が切れても、通常

の軽油でも問題無く走ることが

できます。

ご縁に恵まれキラキラな時間の中、

徳をつませていただいた石巻の1ヶ

月。涙を流さずにはいられない光

景と、家族・仲間・家・仕事・故郷

を一瞬にして失われた悲しみ。

きっと、石巻滞在の私の気づきは、

どの場所にいても変わらないこと。

できると今の自分を信じること・笑顔・誰かがではなく

わたしができることをする。人がいてこそのボランティアと

いう意味を教えてくれたOPEN JAPANは、人・場所・時間

を繋ぐ大切な空間☆石巻の皆さまへの感謝は、1歩1歩

山登りのように歩みを進め続けることだと今思っています。

私は2012年3月からサンライス

元気村を担当しています。元々取

得していた日本茶インストラクター

の資格を生かし、仮設住宅にお住

まいの皆様に様々なお茶を楽しん

で頂いています。その際、お茶

に関する豆知識を話題に出すと

会話がとても盛り上がります。長期間活動しているので、

住民の方々の前向きな変化を実感することができ、嬉し

く思う日々です。また、以前仕事で放射能分析の担当を

していたので、検体の分析や初めて測定器を使う方への

レクチャーも行っています。

これまで私達は業種を問わず多種多様な企業の方々と活動を共にしてきました。その活動スタイルや内容も様々で、企業として

の得意分野を生かしたものだけでなく、社員の方々一人ひとりが出来ることを地道に積み重ねてくださったこともあれば、

現地での活動が長期間に渡るもの、毎回の活動は短時間でも継続的なもの、逆に現地に直接足を運ばない形での後方支援も

ありました。夏休み期間中には社員の方々がご家族と一緒に訪れ、小さなお子さんでも出来る塩害地域での植栽を行って頂いたり

((株)三井住友銀行）、仮設住宅で一人暮らしをされている高齢者の定期訪問を長期間に渡り支えて頂いたり(アマゾンジャパン(株)、

三越伊勢丹グループ労働組合)、後方支援として社員の方々が自らお米を栽培・収穫し、お手紙を添えて届けて頂いたりしました

(伊藤忠ホームファッション(株) KEEN Japan 事業部 )。また、私達が行っている様々なプロジェクトを支えるための事務局

サポートとして約 1ヶ月交代で長期ボランティアを派遣して頂いたことや (パタゴニアインターナショナルインク日本支社 ) 、

石巻の方々が再び水と触れ合う為にアウトドア企画を一緒に実施した例もあります(コールマンジャパン(株))。それ以外にも私達

との活動がきっかけで、年配の方々が多い石巻仮設住宅自治連合会向けにパソコン教室を継続的に行って頂いた結果、今ではブログでの情報発信等も出来るようになりました

((株)NTTデータ)。発災から約2年が経過し、個人ボランティアや市民グループによる支援が減少していく中で、今後は更に企業ボランティアが果たす役割というのは大きくなって

いきます。自分達らしさを大切に、その想いを共にカタチにしていきましょう。

今日の作業は瓦礫で埋まった学校の校舎をキレイにする作業。午前中の作業も進み、みんなで桜の木の下で一休み。一緒に壊れた机を運び出していた男性も、汗をぬぐい

ながら腰をおろします。男性は千葉県からボランティアに初めて参加したそうです。テレビで映像を見ながら 「何かお手伝いできないかと思った。でも休みが数日しか取れ

ないし、体力は無いほうだしボランティアした事無いから行っても足手まといになるんじゃないか。」と、いろいろ迷ったそうです。人と話すコトが苦手だと言うこともあり、

なかなか動き出せなかった。でもネットで見た現地のボランティアの人たちの声に心を動かされ、思いきって休みを取って来てみたそう。 「水を吸った瓦礫は重いけれど、一つ

一つみんなで声を掛け合って片付けていくと、ほんと一つずつだけれどキレイになっていく。震災前の石巻は知らないのだけれど、いつの日かキレイになった石巻にまた来たい。

勇気を出して来てみてホントによかった…。」桜の下でそんな話をしていると、遠くで女性の声がしました。「誰かこれ運ぶの手伝って～」彼は立ち上がり、再び瓦礫の中へと

向かって行きました。瓦礫をひとつひとつ動かす人、塩害で枯れた木を倒したり漁師小屋を建てたりする人、事務処理能力を最大限に発揮している人、ボランティアのために

食事を作ってくれる人、仮設住宅を回って小さな声を集めてくる人、たくさんの小さなひとつひとつが積み重なって今があります。"困っている人の為に動く"その小さな

勇気と大きな決断が傷ついた被災地の力になります。多くの人の関わりが被災地の復興には欠かせません。少しの勇気とユーモアを忘れずに。

「見義不為無勇也（義を見てせ

ざるは勇なきなり）」「義によっ

て助太刀いたす」、義挙・義士・

義民などボランティアを日本語

で 表 す と「 義 」だ 。O P E N  

JAPANには今までにたくさん

の人がやってきた。若い人、年配

の人一人で、グループ団体で、日本語を話せないのに

外国から来た人もいる。どの人も共通するのは心に熱い

義の炎を燃やしていることだ。朝7時30分、今日も新し

く来た人の自己紹介でミーティングが始まる。それが

OPEN JAPANの一日の活動のスタートである。

ボランティア経験がなくても大丈夫。得意技を活かして大工仕事やペンキ塗りな

どのガテン系や、子どもと遊んだり、ヨガを教えたりといった癒し系など、様々

な形のボランティア活動があります。特別なスキルや専門性、特技が思い浮かばなくても、「なんでもやります！」というボランティアも大活躍。片付けが得意な人、

パソコンが得意な人、絵を描くのが好きな人など、ありのままの自分を活かしてできることが必ずあります。「直接現地には行けないけれど力になりたい！」という

人は、募金やグッズの購入などを通して現地に思いを届けることも、ひとつのボランティアの形です。

オープンジャパン

私達は、行政・社協・自治会・企業など地元の機関で対応しきれないニーズを見極め、その隙間を埋めていく活動を行っています。だからこそ、情報共有や役割
分担など地元との方々との連携がとても大切であると考えています。普段連携を取り合っている各方面の方々にコメントをいただきました。

行政・社協・自治会・地域との関わり合いの中で・・・

明神社宮司（石巻市大宮町）大国 龍笙 さん
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落語 力もち片付け

車全般

支援グッズ製作大工

ラベリング チラシ作り

映画上映

ヘアカットゴミ仕分け ワークショップ英会話 マッサージ

デザインおしゃべり 似顔絵

イラスト

落語 力もち片付け

車全般

支援グッズ製作大工

ラベリング チラシ作り

(株)NTTデータによるパソコン教室の様子(株)NTTデータによるパソコン教室の様子

映画上映

ヘアカットゴミ仕分け ワークショップ英会話 マッサージ

デザインおしゃべり 似顔絵

イラスト

阿部 由紀 さん



オープンジャパン12

みなさまからのご支援

下記プロジェクトは現在進行中の独立したプロジェクトです。明確な目的を持ったこれらプロジェクトへのご支援もどうぞよろしくお願い致します。

カーシェアリングプロジェクト

一般社団法人OPEN JAPAN オープンジャパン　(旧ボランティア支援ベース絆)

〒986-0821 宮城県石巻市住吉町1-1-2　
Tel &Fax：0225-92-7820　E-Mail：info@openjapan.net 　URL：www.openjapan.net　

お問合せ・代表　　吉村 誠司　木村 とーる　吉澤 武彦
＊OPEN JAPANの各プロジェクトではボランティアを募集しておりますので、詳しくはwebサイトをご覧ください。

OPEN JAPAN（旧ボランティア支援ベース絆）をご支援頂いた皆様

HJV広島淨心院ボランティア

二三味珈琲 shop 舟小屋

Bija Heart

株式会社やまや

サンライス元気村プロジェクト from てしかが

内閣府NPO法人暮しの寺小屋ライフサイエンス

ミュートネットワーク

タイムたいむ倶楽部

株式会社ワールドマルエス

萌木の村株式会社／チーム清里

有限会社大和園

日本聖公会立川聖パトリック教会

株式会社ワッカ

＊順不同・敬称略

伊藤忠ホームファッション株式会社 KEEN Japan 事業部

株式会社三井住友銀行

T・T・C 株式会社

公益財団法人日本財団

社会福祉法人中央共同募金会

PEACE FRIEND SHIP／HEART AID

ひかり祭り／牧郷ラボ

アースデイ東京タワー・ボランティアセンター

パタゴニアインターナショナルインク日本支社

高野山真言宗摩尼山延壽院徳恩寺

特例財団法人本出報恩財団

ハローウッズ Honda

CAJ災害支援基金

ジョンソン・エンド・ジョンソン社会貢献委員会

元気村ネットワーク

積水ハウス株式会社

（前橋支店・高崎支店・群馬積水ハウス会・群馬積和会）

農事組合法人落影生産組合

亀戸ぎょうざ株式会社

春風実行委員会

ピースフルフレンドマーケット

コールマンジャパン株式会社

高野山真言宗神奈川青年教師会

有限会社テンプルビューティフル

ラヴィ・ボーテグループ

株式会社エイアンドエフ

PaaGo WORKS／サイトウデザイン

八王子市立看護専門学校同窓会

生活協同組合パルシステム東京

株式会社ケイエムオー

Gravityfree

渚音楽祭2011春＜大阪＞希望プロジェクト

ライブバー&レストランTHUMBS UP

平安祭典労働組合

Kizunaworld.org プロジェクト

TEAM SHERPA

株式会社エスワイフード／世界の山ちゃん

ENJOY！HOUSE

洗心工房

東北地方太平洋沖地震チャリティギャザリング

“THINK THE FUTURE”

松蔭中学校・高等学校宗教部

カーシェアリングの文化を石巻の人々と築いていくためには、『地道に』且つ『大胆に』活動を
行い続ける必要があります。私達の目指すものにご賛同いただけるようでしたら、ぜひカー
シェアサポーターとしてプロジェクトへの参画をお願いいたします。皆様からのサポートは、
活動資金として大切に使わせていただきます。
●口座名　一般社団法人日本カーシェアリング協会　ゆうちょ銀行　記号14370　
　番号11142661　(他の金融機関から　店名　四三八　店番438　普通　1114266)
　※お振込み後、メールにてお名前、口数（一口1,000円）をご連絡ください。
　info@japan-csa.org (件名 : カーシェアサポーター　本文 : お名前、口数)

地元NPOとしてふるさとの長期復興支援活動と再生を行うための皆様のご支援と協力を心から
お願い申し上げます。"街づくり・人づくり＝森づくり"に、みなさんも参加しませんか？ 
緑化協賛：1口1,000円　活動支援金：1口3,000円
●口座名　トクヒ）スマイルシード 郵便振替口座：02230-9-127155　
　ゆうちょ銀行　記号18100　番号32178561
●口座名　特定非営利活動法人　スマイルシード　七十七銀行　一番町支店 フ）6155332　
　※通信欄にお名前・住所・メッセージをお願い致します。info@smile-seed.org

古民家再生、そして人の流れを作っていくためには、約2,000万円の予算が必要となり
ます（工事はできる限り地域の業者さんに委託）。皆様の気持ちをこの古民家に向けてもら
うために私達は現在、1口1,000円で2万口以上を集める事を目標としています。被災地
から離れていてもできる活動の1つとして、ご支援の程よろしくお願いいたします。
●口座名　古民家再生IBUKIプロジェクト　郵便振替口座　01660-6-76813
　(他の金融機関から　店名　一六九　店番169　普通　0076813)　
　※通信欄にお名前とご住所、メッセージなどをお書きください。

これまでご賛同頂いた皆様からのサポートにより、継続的な活動を行うことができました。本当に有難うございました。尚、今回掲載させて頂いた
以外にも本当に沢山の方々からご支援頂きました。詳しくはWebサイトをご参照ください。今後ともご支援の程よろしくお願いいたします。

写真提供・Arito Suzuki　デザイン・はからめ

OPEN JAPAN 活動報告書

3月11日、あの日から・・・・・

それぞれのタイミングで意を決して立ち上がり、

手探りで自分にできる事を探し、目の前の人のために動いてきました。

動く中で垣間見たその先の未来、

それを形にするためにいま、一歩ずつ歩き始めています。

私達の「これまで」と「これから」を

心からの感謝の気持ちを込めてお伝えします。

日本の扉を開くために、OPEN JAPANは動き続けます。

2011.03～2012.12

古民家再生IBUKIプロジェクト

森づくりプロジェクト

OPEN JAPANでは、東日本大震災の被災地における様々なプロ

ジェクトや他の地域における支援活動だけでなく、社会貢献を

追求しながら、現場の状況に応じたプロジェクトを生み出し、育み、

変化させ続けていきます。こうした全ての活動のベースとなる

OPEN JAPANへの活動費へのご支援をお願い致します。

ステッカーや缶バッジ、
Tシャツ、ポストカード等の
オリジナルグッズを販売中です。

私達の被災地支援における雛形は、神戸で7年半活動した「神戸元気村」（代表：山田和尚氏"通称バウさん"）です。後にバウさんは「OPEN JAPAN」の名称で災害支援の枠を超えた

様々な社会的活動を展開し、2011年秋に全ての活動に終止符を打ちました。バウさんの意思を受け継ぎ『支援活動』から『縁の下から日本の扉を開く活動』へ移行する決意と共に

「ボランティア支援ベース絆」の中心を担っていた元神戸元気村スタッフらで、2012年3月「一般社団法人OPEN JAPAN」を設立しました。

OPEN JAPANへのご支援のお願い

あれから2年の歳月が間もなく過ぎようとしています。被災地の状況は刻々と変化していきました。街にあった瓦礫はきれいに片付き、

再建した店や工場が現れはじめ、仮設住宅では新しいコミュニティが生まれ、人々の心も次第に前を向けるようになってきました。

一方で、癒えない傷を抱え、どうしても一歩前に出る事ができない人や、震災後新たに出来上がったコミュニティになじめずに孤独を感じ

続けている人、経済や健康や人間関係に抱えきれない悩みを持った人もいます。

私達はめまぐるしい変化と復興の流れに取り残されたそんな人々の心に寄り添いながら、前を向き立ち上がった人々と共に夢を形にして

いく活動を次第に始めるようになりました。今、私達が推進している主だったプロジェクトは地域づくりや社会作りに関するものです。

未だかつてない被害を受けたこの場所で、共に描いた夢を実現していきながら、未来に繋がる地域の『雛形』を作りたいと思っています。

この地を訪れ支援を経験した人や組織とのご縁は私達にとって最大の財産です。万が一の時にはいつでも連携できる力強い同志たちと

の絆を胸に、縁の下で黙々と『動く』ことで日本の扉を開いていきます。

『支援活動』から『縁の下から日本の扉を開く活動』へ

グッズで応援！
詳しくはWebサイトをチェック！　

http://www.openjapan.net

印刷協力・KEEN JAPAN

▼他銀行からお振込みの場合　

店名（店番）二二九（ニニキユウ）店（229）

預金種目 当座　

口座番号 0126661

▼ゆうちょ銀行お振込みの場合　

口座記号番号 02250-5-126661　

口座名称 一般社団法人 OPEN JAPAN　

口座名称 シヤ）オープン　ジャパン
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